


●記念対談「80年代ロボットアニメの隆盛とガンダムの展開」

●巨大ロボットジオラマ展示

講師:五十嵐浩司（アニメーション研究家、本展ゲストキュレーター）、山口洋三（本展監修者）
4月20日（土）13：30～15：30（13：15開場）※対談終了後、講師が来場者の質問に答える時間を設ける予定です。
1階講堂にて／定員150名／無料／当日10：00より1階受付にて整理券配布

5月18日（土）13：30～14：00
演奏者　大山晃（うた）、大山まゆみ（ピアノ）／1階エントランスホール／観覧無料／申込不要

「巨大ロボット」を題材とするジオラマ作品を公募して展示します。力作のご応募をお待ちしています！
・応募方法　3月1日（金）～3月28日（木）に美術館HP内「申込フォーム」より
・展示　4月20日（土）～ 6月16日（日）／美術館内にて展示／観覧無料

●エントランス・ミニコンサート「高らかに歌え！巨大ロボット賛歌」

◎関連イベント

◎特別企画「『電磁車輌コトディーン』の世界」

加藤直之・宮武一貴《宇宙の戦士》（1977年）　ⓒスタジオぬえ

『鉄人28号』（1963年）をロボットアニメの嚆矢として、その後『マジンガー Z』（1972年）の大ヒット、新風
を吹き込んだ『機動戦士ガンダム』（1979年）の影響下、現在に至るまで多数のロボットアニメが制作さ
れ、魅力的なロボットがデザインされてきました。日本独自ともいえる進化と広がりを見せてきたそのデザ
インの変遷には、空想上の荒唐無稽なロボットという存在に、映像的な「リアリティ」を与えるために、デ
ザインや設定上での創意工夫が凝らされ、多くのファンを魅了し続けてきました。
本展では、近年までのロボットアニメにおけるデザインと映像表現の歴史を、それらの「リアリティ」形成
において重要な役割を果たした設定上の「メカニズム」と「大きさ」を軸に検証していきます。その上で
「巨大ロボットとは何か？」を観覧者の皆さんとともに考えていきたいと思います。

「巨大ロボットとは何か」を問いかける、かつてない展覧会！

『ゲッターロボ』（1974年）　Ⓒダイナミック企画・東映アニメーション
これがゲッター1の変形プロセスだ！

『ルパン三世 PART2』（1977年） 第155話 さらば愛しきルパンよ　
原作：モンキー・パンチ ⒸTMS

ルパン三世に登場するロボット兵・ラムダ
『機動戦艦ナデシコ』（1996年）
ⒸProduction I.G ／ナデシコ製作委員会・テレビ東京

本編物語を牽引する劇中スーパーロボアニメ『ゲキ・ガンガー３』

『鉄人28号』（1963年モノクロアニメ）　Ⓒ光プロダクション・エイケン
ロボットアニメの嚆矢 『鉄人28号』

『装甲騎兵ボトムズ』（1983年）　Ⓒサンライズ

〒760-0027　香川県高松市紺屋町10-4
Tel.087-823-1711

https://www.city.takamatsu.kagawa.jp/museum/takamatsu/

高松市美術館SNSぜひご覧ください

【交通のご案内】
JR：高松駅下車、南へ徒歩約15分
ことでん：瓦町駅または片原町駅下車、徒歩約10分
路線バス：紺屋町または丸亀町参番街下車、徒歩約3分
高速バス：県庁通り下車、徒歩約8分
空港リムジンバス：兵庫町下車、徒歩約4分
駐車場：美術館地下に公営駐車場（有料、乗用車約144台収容）

（写真は福岡市美術館での展示風景）　Ⓒ創通・サンライズ
ガンダムを劇中の設定サイズで体感できる！

会場内
撮影OK！
一部作品を除く 

※フラッシュ・動画NG

高松琴平電気鉄道「ことでん」を題材に、SF劇
画で香川郷土史を探求する「電磁車輌コト
ディーン」。ご当地SFとして2019年からユ
ニークな展開を続ける同作品の軌跡を、原画、
グッズ、その他資料により辿る。

●展示
4月20日（土）～6月16日（日）
中2階展示ロビー、ブランチギャラリー等
観覧無料

●対談①「～電磁車輌誕生～ コトディーン製作秘話を語る」

出演 : 野口二朗 ( 野口会館主宰）、野口哲哉 (美術家 )
4月21日（日）13：30～15：00（13：15開場）

●対談②「～コトディーンの世界～ 仮想現実ストーリーと郷土史」

出演：野口二朗（野口会館主宰）、真鍋康正（高松琴平電気鉄道（株）代表取締役）

対談いずれも1階講堂にて／定員150名／入場無料／申込不要

5月25日（土）13：30～15：00（13：15開場）

詳しくはこちら➡
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